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耕作された元気な畑から村の未来が見えます。 
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農地利用集積 

計画の承認 

（利用権貸借） 

喜如嘉 1件 可 使用貸借権（農地中間管理） 

田港 4件 可 使用貸借権（農地中間管理：3）（野菜：1） 

押川 1件 可 使用貸借権（農地中間管理） 

大保 1件 可 賃貸借権（野菜） 

白浜 2件 可 使用貸借権（農地中間管理）、賃貸借（野菜） 

総会の議事録は大宜味村のホームページで公開しています。 

 

 

農業委員会では毎年 8月から農地利用状況調査を行っています（農地法第 30条）。 
その後、遊休農地に判定されると、再生可能農地と再生困難農地に分類され、再生可能農地は所
有者への利用意向調査の対象になります（農地法第 32条）。 
 
調査は文書にて行います。文書で所有農地の所在・面積・利用状況・荒廃状況について通知を

行い、今後の農地の利用意向について、農地中間管理機構を通じて農地（農業振興地域のみ）を
貸したり、自分で耕作する等の回答をしていただきます。 
 
農地中間管理機構を通じて農地を貸していただくと固定資産税が半額になる場合もあります。

なお、調査内容に対し「回答しない」、又は「自分で耕作する」と回答して 6ヶ月以上経過して
も遊休農地になっている場合」、固定資産税が 1.8倍になる可能性もあります。 
 

※遊休農地とは以下の状態の農地のことです。 

①：過去 1年以上作付けが行われず、今後も維持管理や栽培が行われる見込みもない。 

②：栽培は行われているが、周辺に比べて著しく程度が劣っている。 

③：現在または 1年以内に遊休化するおそれがある。 
 
         詳細は農業委員会まで 電話 0980-44-3477 

 
 
 
 
申込期間：平成 30年 12月 17日（月）から 

平成 31年 1月 16日（水）まで 
 ※果実は 1月 17日（木）に役場産業振興課までご持参下さい。 

 
表 彰 式：平成 31年 1月 20日（日） 
※産業まつり会場にて展示・表彰式を行います。 
（受賞者には事前に連絡いたします） 
 
お申し込み・お問い合わせ先 
大宜味村シークヮーサー産地振興協議会 
（産業振興課内）前田毅志 TEL 0980-44-3232 
 
 

 

村では農業振興を図ることを目的に、下記の要領で化学肥料の購入補助
（定価の２割以内）を行います。この機会に是非お申込み下さい。 
・対象者：大宜味村内に住所を有する者 
・対象肥料：化学肥料名『有機配合７０６号 20㎏』 
・申込み・支払い期間：12月 3日から 13日まで 
 
お申込み・お問い合わせ先：ＪＡ大宜味支店購買（電話：0980-44-3658）

今月の各種申請締切は 

12 月 10 日（月）です。 

 

農地の利用意向調査を行います。 ご協力よろしくお願いします。 

化学肥料の共同購入補助を行います        産業振興課より 

 

フルーツシークヮーサー品評会の出品者募集中！！  
シークヮーサー産地振興協議会 
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九州・沖縄ブロック女性農業委員研修会  担当：宮城 美和子 

10月 31日～11月 2日 

 

私の人生初となる県外での研修会は、衝撃的な発見、

驚き、感動、共感の連続でした。先進地視察での宮崎県

綾町は、有機農業の町をスローガンとする町おこしの成

功例でも知られ、全国各地から移住者が後を絶たない日

本でも最も美しい村連合の一つです。今回はその町の早

川農苑さんを見学しました。 

 

創業者で代表取締役の早川ゆりさんは、以前は農業資材や農薬販売の仕事をしていましたが、

農薬の被害等や現代農業のあり方に疑問をいだき、有機農業を起業しました。 

綾・早川農苑をはじめ、農業法人（有）シードカルチャー設立、子供達に安心な野菜を食べさせ

たいという、母の心、地球の一部である田畑や土を大切に、環境にやさしい循環型として土地を守

り子や次世代へ繋げなくてはならないと、情熱的な力強いお話をいただきました 

 

私は、事業規模では真似出来ませんが、作物は自分で大切に育てた宝物なので、大宜味村にあっ

た販売方法や付加価値をつけて販売しなくてはいけないと実感しました。 

大宜味村の環境も素晴らしいので、環境を含めた商品作りを心がけたい。大宜味村だからできる事

を見つけ出したいと思いました。 

   
11月 8日には伊是名村において北部地域農業委員会研修会が

開催されました。北部地域全域の農業委員と農地利用最適化推
進委員が研修を受けました。 

講師の全国農業会議所からは全国すべての農業委員会が新し
い体制への移行が完了し、これから農地中間管理機構との連携
や人・農地プランへの積極的な対応を求められるとの話があり
ました。沖縄県からは新しくなった農地制度での農業委員会の役割について研修を受けました。 

 

 
○大宜味村老人クラブ連合会から 
大宜味村老人クラブ連合会では大宜味村産業まつりにて老人会会員の 

アッタイグヮーで取れた新鮮な野菜等の販売を行います。 

会員の皆さんの丹精込めた野菜を是非お買い求め下さい。  

   販売予定作物：ダイコン、レタス、キャベツ等 

 

○大宜味村青年農業者の会から 

 村内で農業に従事している青年達が、収穫した農作物や、その加工品を販売します。 

   販売予定作物等：シークヮーサー、トマト、キンカン、芋、 

花の苗木、タピオカフライ、パン、お菓子等 

  

☆平成 31年１月 19日・20日（土・日） 

 旧大宜味小学校グランドにて開催されます。 

 

 

 

 

★山口フルーツファームでは農業の従業員を募集しています。 

マンゴー等の果樹の栽培管理を行います。社会保険完備です。 

詳しくは山口フルーツファームまで 

             ☎ 090-9785-4363 山口 進 

 

★古新聞紙が沢山あります。欲しい方は大宜味村役場産業振興課まで問い合わせ下さい。 

研 修 会 報 告 

～大宜味村産業まつりにて出店のお知らせ～ 来年 1月開催  

》 

 

 


